
1 
 

 

JATA16-14 

2016年6月16日 

 

一般社団法人日本旅行業協会（本部：東京都千代田区、会長：田川博己 以下 JATA）は、安心・

安全な旅行実施にむけ「旅行安全マネジメント」への取り組みを推進しております。 

 
この取り組みは、国内旅行・訪日旅行・海外旅行における危機管理の重要性を再認識し、自主的な

安全管理チェックを強化して、お客様に「安全な旅」を提供していくことを目的としています。さら

に、災害や事故後の旅行需要回復等の復興支援にもつなげていきたいと考えております。 
 
「旅行安全マネジメント」では、以下の３点を重点項目として推進をしています。 
 

①「安全管理責任者」の任命率の向上      （資料 1） 

②「旅の安全の日」模擬訓練参加の定着     （資料 2） 

③「旅行安全マネジメント自主点検リスト」の活用（資料 3） 

 
 また、7 月 1 日を旅の安全の日として制定し、旅行のピークシーズンである夏の前に、一般消費者

へ旅行業界の安全への取り組みをＰＲするとともに、安心安全な旅のために、情報収集の重要性や 
シートベルト着用・非常口確認などの安全確認、旅行傷害保険の加入などをよびかけていきます。 

 

進捗状況および具体的な取り組みは下記の通りです。 

 

記 

 
１．「旅行安全マネジメント」今年 4 月までの推進状況について 

・安全管理責任者任命済       ：217 社（第一種 178 社 第二種 13 社 第三種 26 社） 

・模擬訓練実施社数（昨年度数値）  ：125 社（別日程での実施含む） 

 

＊今年度の模擬訓練エントリー数については現在集約中（約 170 社を見込み） 

（参考：2014 年度 90 社、2015 年度 125 社） 

 

 

 

 

「旅行安全マネジメント」の推進と 

「7月1日 旅の安全の日」の取り組みについて 
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２．「旅の安全の日」（7月 1日）について 

①この活動を業界内外にＰＲするため、ステッカーを作成し、会員各社・ 
支部・関係省庁・関係機関に配布し、保険加入ポスターと併用すること 
で、万が一に備えての旅行者の自己責任として、保険加入を促進して 

います。 

②全国紙での旅の安全についての記事広告を展開（6 月下旬予定） 

③6月 4 日・5 日で開催された関空旅博での来場者へのステッカー配布。 

7 月 1 日は、JATA 福岡支部が福岡空港で、旅行者へたびレジ登録販促ティッシュの配布や、旅

の安全の日のスライドモニター放映等のＰＲ活動を実施予定。 

7 月 2 日は、ANTOR－JAPAN 主催の都内開催イベント『Let's go 海外! x Tokyo City i"』にて 
JATA をブース出展し、旅の安全のＰＲ活動を実施。 

④JATA ホームページの安心安全に関わる項目を旅行者にも整理し、旅行会社とお客様の責任区

分の理解の促進を図っていきます。 

 

３．模擬訓練実施事項 

7 月 1 日の模擬訓練では以下の項目を実施します。 

・緊急連絡体制の確認 

（連絡網を一巡させ不備・問題点がないかチェックし、迅速かつ効率的な体制を目指す） 

・国内旅行、訪日旅行、海外旅行部門ごとに、任意で設定した都市での滞在者数確認。 

（安否確認、現地情報収集、家族対応指示、マスコミ対応などは各社対応） 

・模擬訓練全体を通しての課題・問題点共有 

・観光庁、外務省への集約結果報告および緊急対応時の課題を共有し官民連携強化を図る。 

 

４．官民連携 

・外務省の海外安全情報や「たびレジ」の旅行者に周知するＰＲ活動 

・緊急事態発生時、邦人保護に向けたより迅速な情報収集・情報共有を行うための体制を構築 

 

 

以上 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

お問い合わせ先 
  JATA 広報室： 矢嶋・新田・永由         TEL 03-3592-1244 
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資料１  
安全管理責任者」の役割と任命について 

 
１．会員各社における安全管理責任者は、経営トップまたは経営トップが任命する役員とし、現場

まで一丸となった安全確保のための体制づくりを行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．安全管理責任者の推進事項 
①安全基本方針の策定とその周知徹底 
②安全基本方針に沿った安全重点施策の策定と推進 
③社内の横断的・縦断的コミュニケーションの確保 
④安全管理体制における内部チェックの実施 
⑤安全管理全般のマネジメントレビュー 
⑥ＰＤＣＡサイクルの仕組みの導入とその有効活用の 6 項目が中心となります。 

 
３．任命推進について 

この安全管理責任者は、各部門の責任者を通じ、現場まで指示報告が行き渡り、全社で取り組む

ことが重要であります。ついては「旅行安全マネジメント」の要として、早期任命を会員に推進

してまいります。 
  

25
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資料２ 
「旅の安全の日」の制定について 

 
１．目的 

①旅行業界における「安心安全」への意識高揚 
②緊急連絡体制の確認と訓練 
③「旅行安全マネジメント」の周知 
④一般消費者へ旅行業界の安全への取組アピール 
⑤旅行保険加入促進 
⑥JATA 緊急支援システム加入による緊急時対応強化 

 
２．日程 

7 月 1 日  安全の日（災害発生の防止を図る国民運動を啓発するための記念日） 
昭和 35 年内閣府により創設された「国民安全の日」で、産業災害・交通安全など総合的見地か

ら官公庁が安全運動を推進する日であり、安全に向けた機運がベースにあります。 
また旅行業界としては、夏期商戦の最中ではありますが、そういったときこそ安心安全の意識を

忘れないようために「７月１日」としました。 
 
３．実施要綱 

①会員各社の意識高揚に向け、安全な旅の提供に向けてのメッセージ配信。 
②模擬訓練による安全管理責任者の責務確認、緊急連絡網の確認、滞在者数確認など。 
③一般消費者への旅行業界の安全への取組をＰＲするとともに、旅行保険の加入促進、シート 
ベルト着用や非常口確認などの安全確認の実践など 

４．協力機関 
・観光庁（旅の安全の日の周知活動と模擬訓練での連携協力） 
・外務省（短期旅行者向け現地危険情報配信サービス「たびレジ」とのＰＲ連携） 
・日本海外オペレーター協会（OTOA）、全国旅行業協会（ANTA）など関係諸機関 
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資料３  
 

「旅行安全マネジメント」自主点検リストについて 
 
安心安全に関わる体制整備、計画策定、実施内容、危険情報の伝達等について、年一度に自主的に

内部点検することで、体制から現場までの安全管理に関わる次への改善へ活かすためのものです。 

点検内容の概要(抜粋)は以下のとおり。 

 

＜体制整備について＞ 

①安全管理責任者は任命されているか。 

②緊急連絡体制の運用について、実際に機能するか試行はされているか。 

 

＜計画策定について＞ 

①安全を最優先にした考え方を盛込んだ安全基本方針を作っているか。 

②安全基本方針は現場まで徹底されているか。 

 

＜安全に関わる実施事項について＞ 

①企画・手配・催行の各段階における安全確保のための手段は講じられているか 

②事故対策マニュアルの整備、マスコミ対応の体制は整備されているか。 

 

＜内部チェックについて＞ 

①旅行安全マネジメントの運用について定期的な内部チェックは実行されているか。 

②内部チェックされた内容は安全管理責任者に報告されているか。 

 

＜改善に向けて＞ 

①内部チェックや自己診断の結果は改善策に反映されているか。 

②旅行安全マネジメントの改善は継続的に実施されているか。 

   

＜危険情報等の伝達について＞ 

①海外危険情報が発出されている地域を目的地に含む旅行について、旅行契約前に旅行者に対

して海外危険情報が発出されている地域である旨を記載した書面を交付し、海外危険情報の

趣旨、内容等を十分説明しているか。 

②海外危険情報の旅行者への伝達について、従業員や添乗員には周知されているか。 



2016 年 6 月 16 日 

一般社団法人日本旅行業協会（本部：東京都千代田区 会長：田川博己）では、夏休みの旅

行シーズンを前に、トラブルを未然に防ぎ、「安心・安全な旅」のために注意する点をまとめ

ました。 

＜ご契約前＞ 

◎インターネットや旅行のカウンターで旅行をお申込みの際は、そのお申込み先が「旅行業」

の登録があるかどうか確認しましょう。 

最近、日本では「旅行業」の登録のない海外旅行会社などが日本語のホームページで旅行を

募集しているケースが多くなりました。このようなホームページから旅行を申込んだ場合は、

日本で「旅行業」の登録をしている旅行会社と取引した場合に受けられる法律上の保護を受

けることができません。また、「旅行業」の登録がないにもかかわらず、あたかも旅行会社

のように旅行の販売をしている悪質なケースもあります。契約段階で、旅行会社の登録につ

いては確認の上、手続きを。 

 

＜ご旅行前＞ 

◎海外旅行の際は外務省の海外安全ホームページで渡航先の最新情報をチェックしましょう。

また、【たびレジ】に登録しましょう。 

外務省海外安全ホームページ：http://www.anzen.mofa.go.jp/ 

たびレジ：https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg 

渡航・滞在にあたって、特に注意の必要な国・地域の現地情勢や安全対策、特定の場所での

犯罪・事故・テロ事件などについての安全対策等の情報が掲載されています。また、各地の

犯罪発生状況、代表的な犯罪手口、防犯対策のほか、出入国に当たっての注意事項、風俗・

習慣の特色なども掲載されています。また、ご旅行前に「たびレジ」に登録をしておくと、

緊急事態発生の際に、安全に関わる情報が受けられます。 

◎海外で健康に過ごすために、海外で流行している感染症の情報等をチェックしましょう。 

外務省海外安全ホームページ：http://www.anzen.mofa.go.jp/ 

ＦＯＲＴＨ（厚生労働省検疫所） http://www.forth.go.jp/ 

海外では、日本ではほとんど心配のない感染症がはやっているところがあります。ジカ熱は

南米等を中心に「十分注意して下さい」が発信されている地域が多数あります。渡航先の感

染症情報を始め、予防接種、ご旅行後の健康チェック等の情報が掲載されていますので、事

前にチェックしましょう。 

～夏休み旅行シーズンを前に～ 

「安心・安全な旅」のための注意点 



○イザという時のために、旅行保険には必ず加入しましょう。 

特に海外で病気になったり、事故に遭ったりすると高額な医療費が必要になることがありま

す。旅行保険は必ず加入しましょう。また、国内でも加入していると安心です。 

＜保険支払例＞ 

＊ハワイで盲腸になり、救急車で病院に搬送、緊急手術を実施。  支払保険金：230 万円 
＊飛行機から降りる際、段差があり滑って転倒。頭部打撲、頚椎捻挫、右肩鍵板損傷。右肩関

節に著しい機能障害が残るものとして、後遺障害認定。     支払保険金：1300 万円 

＊チェコでバスを降りてレストランへ向かっている途中に転倒。右大腿骨頚部骨折。現地で約

1 ヶ月入院し、その後、日本へ移送。             支払保険金：1,100 万円 

○旅程の共有（留守宅・会社）や緊急連絡先を控えておきましょう。 

 

＜ご旅行中＞ 

○意識は海外モードへ。慢心をせずに無理のない旅行計画と健康管理を。  

日本とは気候・食事・習慣すべてが違います。慢心が事故のもとです。 

無理のないスケジュールで、十分休息を取り、適切な体調管理を心がけましょう。 

○危険な場所・治安の悪い場所には近づかないようにしましょう。  

犯罪が多発する場所には近づかない。夜間の外出や一人歩きは避けるという用心が大切です。 

○バス等に乗車したときは、シートベルトを必ず閉めましょう。 

シートベルトを装着すると、万一の事故の際の生存率が15倍違うというデータが出てます。

国内海外問わず、移動の際は必ず装着する習慣を。 

○ホテル・旅館に宿泊するときは、非常口を必ずチェックしましょう。 

○麻薬へのかかわりは、絶対避けること。  

知らないうちに麻薬の運び屋にされていた、という事例もあります。他人の荷物を安易に預

かり、国外に運ぶことは避けましょう。 

○スリ、置引き、ひったくりに注意しましょう。  

グループでの犯行にご用心。たとえば、一人が時間を聞くふりをし、注意をそらしている間

に、他の仲間がバッグから金品を抜き取ったり、集団で取り囲んで身動きできないようにし

てスリを実行したり、わざと飲物類を背広にひっかけ、親切にふきとるふりをして上着を脱

がせ、金品を奪う手口もあります。路上でいきなり背後から襲って金品を強奪する首絞め、 

羽交い締め強盗にも注意しましょう。 

 

お問い合わせ先    一般社団法人日本旅行業協会 

           広報室   矢嶋・新田・永由 TEL：03-3592-1244 


